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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　1×10-9Mまたはそれ以上低いKD値でCD38タンパク質に結合する、
抗体またはその抗原結合断片であって、
　CD38タンパク質に結合する場合に、ヒトCD38タンパク質の60番目から89番目に相当する
アミノ酸残基における1つまたは複数の残基に結合する、
抗体またはその抗原結合断片。
【請求項２】
　前記抗体は、モノクローナル抗体、一本鎖抗体、キメラ抗体、ヒト化抗体及び完全ヒト
化抗体の群から選択される、
請求項1に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項３】
　前記抗原結合断片は、Fab、Fab’、F(ab)2、F(ab’)2、Fv及びScFv断片の群から選択さ
れる、
請求項1又は２に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項４】
　前記CD38タンパク質は、ヒトCD38タンパク質やサルCD38タンパク質である、請求項1～3
のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項５】
　前記CD38タンパク質に、SEQ ID NO:1で表されるアミノ酸配列を含有するLCDR1、SEQ ID
 NO:2で表されるアミノ酸配列を含有するLCDR2及びSEQ ID NO:3で表されるアミノ酸配列
を含有するLCDR3より構成される軽鎖可変領域と、SEQ ID NO:4で表されるアミノ酸配列を
含有するHCDR1、SEQ ID NO:5で表されるアミノ酸配列を含有するHCDR2及びSEQ ID NO:6で
表されるアミノ酸配列を含有するHCDR3より構成される重鎖可変領域とを含むリファレン
ス抗体と競合的に結合する、
請求項1～4のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項６】
　前記抗体は、SEQ ID NO:1で表されるアミノ酸配列を含有するLCDR1と、SEQ ID NO:2で
表されるアミノ酸配列を含有するLCDR2と、SEQ ID NO:3で表されるアミノ酸配列を含有す
るLCDR3とより構成されるLCDR1-3を含む抗体の軽鎖又はその断片を含む、請求項1～5のい
ずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項７】
　前記抗体の軽鎖又はその断片は、SEQ ID NO:7で表されるアミノ酸配列を含有する軽鎖
可変領域VLを含む、
請求項6に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項８】
　前記抗体の軽鎖又はその断片は、SEQ ID NO:22で表されるアミノ酸配列を含有する、請
求項６又は７に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項９】
　前記抗体の軽鎖又はその断片は、SEQ ID NO:11、SEQ ID NO:16、SEQ ID NO:18及びSEQ 
ID NO:20のいずれかで表されるアミノ酸配列を含有する、
請求項8に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項１０】
　前記抗体は、SEQ ID NO:4で表されるアミノ酸配列を含有するHCDR1と、SEQ ID NO:5で
表されるアミノ酸配列を含有するHCDR2と、SEQ ID NO:6で表されるアミノ酸配列を含有す
るHCDR3とより構成される抗体の重鎖又はその断片を含む、
請求項1～9のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項１１】
　前記抗体の重鎖又はその断片は、SEQ ID NO:8で表されるアミノ酸配列を含有する重鎖
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可変領域VHを含む、
請求項10に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項１２】
　前記抗体の重鎖は、SEQ ID NO:23で表されるアミノ酸配列を含有する、請求項10又は11
に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項１３】
　前記抗体の重鎖は、SEQ ID NO:13、SEQ ID NO:17、SEQ ID NO:19及びSEQ ID NO:21のい
ずれかで表されるアミノ酸配列を含有する、
請求項12に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項１４】
　請求項1～13のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合断片をコードするポリヌ
クレオチドを含む、
単離された核酸分子。
【請求項１５】
　前記核酸分子は、少なくとも1種がコドン最適化されるものである、
請求項14に記載の核酸分子。
【請求項１６】
　SEQ ID NO:9、SEQ ID NO:10、SEQ ID NO:12及びSEQ ID NO:14の群から選ばれるポリヌ
クレオチド配列を1つまたは複数含む、
請求項14又は15に記載の核酸分子。
【請求項１７】
　請求項14～16のいずれか一項に記載の核酸分子を含む、
ベクター。
【請求項１８】
　請求項14～16のいずれか一項に記載の核酸分子または請求項17に記載のベクターを含む
、
細胞。
【請求項１９】
　請求項1～13のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合断片を発現させる条件下
で、請求項18に記載の細胞を培養することを含む、
前述抗体またはその抗原結合断片を調製する方法。
【請求項２０】
　請求項1～13のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合断片と、請求項14～16の
いずれか一項に記載の核酸分子と、請求項17に記載のベクター及び/又は請求項18に記載
の細胞と、及び任意選択で薬学的に許容可能なアジュバントを含む、
医薬組成物。
【請求項２１】
　腫瘍の予防または治療に使用するための請求項1～13のいずれか一項に記載の抗体また
はその抗原結合断片。
【請求項２２】
　前記腫瘍は、CD38陽性腫瘍より構成される、
請求項21に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項２３】
　前記CD38陽性腫瘍は、多発性骨髄腫、リンパ腫及び白血病の群から選ばれる、
請求項22に記載の抗体またはその抗原結合断片。
【請求項２４】
　請求項1～13のいずれか一項に記載の抗体またはその抗原結合断片と、請求項14～16の
いずれか一項に記載の核酸分子と、請求項17に記載のベクター及び/又は請求項18に記載
の細胞とを投与することを含む
CD38タンパク質とCD38リガンドとの結合を阻害する方法。
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【請求項２５】
　前記CD38リガンドは、CD31からなる、
請求項24に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】配列表
【補正方法】変更
【補正の内容】
【配列表】
2021512652000001.app
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